
福
島
・門
田
条

里
制
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
島
県
会
津
若
松
市
門
田
町
大
字
御
山

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
四
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
江
花
明
久

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

門
田
条
里
制
跡
は
、
会
津
若
松
市
の
市
街
地
南
に
あ
た
る
新
興
住
宅
地
と
水

田
の
混
在
す
る
地
域
に
立
地
し
て
い
る
。
昭
和
四
〇
年
代
の
航
空
写
真
に
よ
る

と
、　
一
町
四
方
の
方
格
地
割
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
条
里

制
跡
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
発
掘
調
査
で
は
条
里
の
遺

構
は
確
認
で
き
ず
、
平
安
時
代

の
集
落
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

松

調
査
で
は
、
人
世
紀
中
頃
か
ら

若

九
世
紀
後
半
ま
で
の
掘
立
柱
建

物
が
多
数
検
出
さ
れ
、
溝
や
自

然
流
路
も
検
出
さ
れ
た
。
今
回
の
木
簡
が
出
土
し
た
遺
跡
の
下
流

一
ｋｍ
で
は
、

一
九
人
九
年
に

「寛
□
」
と
書
か
れ
た
倉
札
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第

一
二
号
）。
「寛
□
」
は
寛
平
の
可
能
性
が
高
い
が
、
出
土
し
た
須
恵
器
は
九
世

紀
第
Ⅲ
四
半
期
に
属
し
、
や
や
古
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
今
回
木
簡
が
出
土
し
た

遺
跡
は
、
平
安
時
代
前
半
の
集
落
跡
で
あ
り
、
掘
立
柱
建
物
入
棟
、
土
坑
九
九

基
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
調
査
区
の
南
側
の
第
三
調
査
区
、
水
田
遺
構
面
か
ら
出
土
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
航
空
写
真
の
条
里
の
軸
線
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

条
里
遺
構
は
平
安
時
代
以
降
の
段
階
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「大
川
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ

溢
妥
卜
ｏｓ

頭
部
が
圭
頭
状
に
成
形
さ
れ
、
中
央
部
に
向
け
て
平
行
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、

中
央
部
や
や
下
に
お
い
て
折
れ
が
認
め
ら
れ
、
表
面
が
剖
離
し
て
い
る
。
遺
跡

の
西
側
約
三
ｋｍ
の
地
点
に
は
阿
賀
川
が
あ
り
、
会
津
で
は
通
称

「大
川
」
と
呼

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
「大
川
」
は

「阿
賀
川
」
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

「度
」
は
、
「渡
」
と
同
意
で
あ
り
、
大
川
の
渡
し
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

会
津
若
松
市
教
育
委
員
会

・
会
津
若
松
建
設
事
務
所

『門
田
条
里
制
跡
発
掘

調
査
報
告
書
Ⅳ
Ｉ
県
道
会
津
若
松
裏
磐
梯
線
緊
急
地
方
道
路
整
備
発
掘
調
査
』

（
一
九
九
四
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（石
田
明
夫
）
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